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現在、LHC加速器のALICE実験において、超前方領域に前方カロリメーター検出器「FoCal」を導入する計画が進め
られている。
FoCalの導入により、従来測定されてきたパートン運動量割合(x)の1/1000に相当する、極めて小さな領域（x≈10-
6）での測定が可能となる。
本研究では、FoCalで使用されるデータ読み出しチップ「HGCROCv2」の性能評価を行った。 

概要

今後
約200枚のチップの測定
放射線耐性評価
V3測定の準備

31回 ICEPP Symposium 


	Slide 1

